
白石市子ども・子育て支援事業計画

分野別施策の展開

平成３０年度実施状況および令和元年度に向けての取組

令和元年９月

白石市保健福祉部子ども家庭課



１．＜基本目標１＞地域における子育て支援の充実

（１）地域における保育・子育て支援サービスの充実

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

保育園運営事業

保育を必要とする児童の保育施設への
入所を実施します。家庭や地域社会と
連携をとりながら、児童の健全な心身の
発達を図ります。

子ども家庭課

児童の安全を確保しながら、心豊かな保育運営を行っ
た。
また施設の老朽化や待機児童の解消を図るため、民営
化方針に基づき深谷保育園の民営化を促進した。

児童の安心・安全を第一とし、保育環境の充実を図る。
また、深谷保育園の民営化は、保護者・地域への説明
などを丁寧に行いながら具体的に進めていく。

幼稚園の子育て支
援

未就園児に幼稚園の園庭・園舎を開放
しています。地域の高齢者の参画を得
た世代間交流を推進します。

学校管理課

○未就園児の親子と園児が
     一緒に遊ぶための 園開放の実施

　　   一幼：「ぴょんぴょん広場」年３回
　　　　　   　　運動会への招待有り
　   　二幼：「なかよし広場」年５回

○地域の自治会の方々と交流

　　  一幼：芋堀り、子ども会招待、
　　　　　    昔遊び会等
　  　二幼：焼き芋会、餅つき会、
               昔遊び会等

○未就園児の親子と園児が
     一緒に遊ぶための園開放の実施

　　   一幼：「ぴょんぴょん広場」年３回
　　　　　　   　運動会への招待有り
　　   二幼：「なかよし広場」年５回

○地域の自治会の方々と交流

　　  一幼：芋堀り、子ども会招待、
               昔遊び会等
　　  二幼：焼き芋会、餅つき会、
               昔遊び会等

休日保育事業
日曜・祝日など休日の保育ニーズに対
応するため、保育園にて休日保育を行
います。（平成22年度以降は休止中）

子ども家庭課 保護者からの希望がなく、実施しなかった。
保護者からの希望がないことから平成22年度以降事業
を休止しているが、保護者のニーズ等を把握しながら検
討する。

学校管理課
幼稚園就園奨励費で第３子は無料化されているため、
当事業の運用はなし。

令和元年９月末までは幼稚園就園奨励費で、10月以降
は幼児教育無償化でそれぞれ無料化されるため、当事
業の運用は予定していない。

子ども家庭課

保護者の経済的負担軽減のため、第３子以降保育料の
無償化を実施した。
認　可：27件　3，440，700円
認可外： ３件　　　867，000円

令和３年度までの３年間、実施期間の延長を行ったの
で、事業を継続して実施する。

第３子以降保育料
無料化事業

保護者に係る経済的負担を軽減するこ
とを目的とした子育て支援事業です。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

誕生祝い金贈呈事
業

白石市民として誕生した新しい生命が、
将来地域の宝となるよう前途を祝福し、
健やかに成長することを願って、父母に
お祝い金（商品券）を贈呈しています。

子ども家庭課

白石市民として誕生した子どもが将来地域の宝となるよ
う前途を祝福した。
○贈呈者及び贈呈金額
　第１子：69人、69万円
　第２子：62人、62万円
　第３子以降：36人、72万円
　合計167人、203万円

白石市民として誕生した子どもを持つ家庭を支援できる
よう事業の実施を推進する。

子育て支援サブセ
ンター事業

平成18年９月、子育ての孤立化等を防
ぐため、身近なところで相談等ができる
ようにと、市内の各地区、計13か所にサ
ブセンターを開設しました。

子ども家庭課

公民館等地域に密着した子育て家庭の支援機関である
サブセンターを訪問し、サブセンターとして子育て支援
に関する相談窓口や市との連携先として位置付けの定
着を図った。

地域全体で子育てを支援していくという機運を高めるた
めにもサブセンターの役割のひとつである「行政の子育
て支援担当部署の紹介と連携」に重点をおいて事業を
推進する。

あしたば白石

勤労婦人、勤労者家庭の主婦及び勤労
青少年の福祉の増進を図るとともに、婦
人の地位の向上と併せて勤労青少年の
健全育成を図るため設置し、各種講座
やサークル活動の支援を行っていま
す。

子ども家庭課
主要事業として定期講座や特別講座の開催、サークル
活動の支援及び貸館を実施した。

引き続き、定期講座や特別講座の開催、サークル活動
の支援及び貸館を主要事業として実施していく。

ファミリー・サポー
ト・センター事業

子育てのお手伝いをしてほしい人（依頼
会員）、子育てのお手伝いができる人
（提供会員）で構成される会員制の組織
で、保護者がやむを得ない事情で子ど
もを一時預けたいときなど、会員同士が
協力し、育児の相互援助を行います。

子ども家庭課

援助活動件数は前年度より224件減少したが、平成29
年度と比べると、放課後児童クラブ終了後の子どもの預
かりが74件増加している。
しかしながら、平成13年度の設立当初から比べると、０
歳児保育や放課後児童クラブの充実などもあり、利用
ニーズは低い傾向にある。
○会員数609人
○援助活動件数728件
○提供会員向け講習会７回
○講演会、交流会等計５回
○ファミサポ通信発行４回

交流事業や地域子育て支援センターとの連携などによ
り会員登録を呼びかけ、希望する方が会員登録しやす
い環境づくりに努める。

ふれあいプラザ事
業（プレイルーム
「やんちゃっこ」）

子どもの遊びの広場、親子のふれあい
の広場として利用できます。
約29坪のプレイルーム内には、未就学
児用の遊具やベビーベッドなどが置い
てあり、全天候型の気楽に利用できる
施設となっています。

子ども家庭課

平成30年度利用実績（延人数）
大人　3,299人　子　4,006人

父母だけでなく祖父母の利用もある。
また、市外からの利用が１割程度ある。

昨年度に比較し利用が２割減った。

継続して未就学児が安全に利用できるよう室内の清掃
や遊具の点検・消毒に配慮し、楽しい遊びの空間の提
供に努める。
また、子育て情報の収集に努め、広く発信していく。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

地域子育て支援セ
ンター

地域の子育てネットワークの中心として
他機関との連携を図り、電話や来館等
による相談、子育てサークルの育成支
援、子育てについての情報提供などを
行います。

子ども家庭課

・育児相談実施数　　16件
・年齢別「るーむ」　各12回実施
　ニコニコ　　親 127人　子 148人
　ワクワク 　親 170人　子 199人
　ランラン 　親 144人　子 165人
　サンサン　親 141人　子 207人
・育児講座
　あかちゃん３B体操　　７回実施
　　参加延数　親51人　子62人
　わらべうたのつどい　　４回実施
　　参加延数　親39人　子43人
　りとるキッズ３B体操　　６回実施
　　参加延数　親51人　子82人
　絵画造形教室　　３回実施
　　参加延数　親25人　子36人
　ベビーあいあい　　６回実施
　　参加延数　親44人　子41人
　幼稚園・保育園のお話会 １回
　　参加数　親20人　子27人
・保育園で遊ぼう会　３回実施
　　参加延数　親40人　子50人
・幼稚園で遊ぼう会　１回実施
　　参加数 　親10人　子14人
・人形劇　　　１回実施
　　参加数　大人36人　子138人
・絵本の読み聞かせ　３回実施
　　参加延数 大人38人 子40人
・地域支援　　　１回実施
　白川地区（白川きらきらタイム）
　　参加数　大人19人　子27人

地域の子育て支援ニーズや利用者の要望を把握し、
ニーズに則した事業の提供に努める。
参加する子ども達の状況を考慮し、妊娠期から就園ま
で連続した支援ができるよう、開催事業を構成する。

育児不安の軽減を図るよう、タイムリーな育児相談の実
施と必要に応じ関係機関との連携による支援提供を図
り、子育て家庭を支援する。
また、地域の子育て支援情報の収集に努め、発信して
いく。

スパッシュランドしろ
いし

市内保育園児・幼稚園児の施設利用を
呼びかけ、無料送迎し、園外活動の場
を提供していきます。

企画情報課

前年に引き続き市内保育園児・幼稚園児の施設利用を
呼びかけ、無料送迎し、園外活動の場を提供した。
施設利用料金は園児一人100円、付き添いは無料で実
施した。
43回、822人

園外活動として、園児らに好評であることから、利用回
数を増やす働きかけをするなどして施設の効率的な利
用を図り、引き続き事業を実施していく。

白石市ホームペー
ジ

市の子育て支援情報を総合的に掲載
し、市民が安心して子育てができる環境
づくりの一助に資します。

子ども家庭課
子育てホっとマップ発行後の事業や内容変更などを中
心に、新しい情報をタイムリーに発信することに努めた。

子育て支援サイトを活用し、市の子育て情報がワンス
トップで分かるよう情報の充実を図る。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

家庭相談事業

家庭における児童の健全育成に関する
こと、及び児童にかかる家庭の関係に
関することについて相談、指導を行いま
す。

福祉課
個別ケース110件
　
・個別ケース検討会10ケース、15回

家庭相談員がコーディネーター機能を十分発揮し、家庭
における児童の健全育成及び児童に係る家庭の問題
等について相談・指導を行う。

男女共同参画推進
事業

男女が互いにその人権を尊重し、喜び
も責任も分かち合い、性別にかかわりな
く、その個性と能力を存分に発揮するこ
とができる男女共同参画社会の実現を
目指した施策を推進します。
・普及啓発事業の実施
・男女共同参画専門委員会の開催
・女性委員登用状況調査

福祉課

・男女共同参画専門委員会の開催
・女性委員登用状況調査
・男女共同参画セミナー３回開催(188名参加) 男女共同参画社会の実現を目指した施策を推進する。

男女共同参画相談
支援センター

男女共同参画相談支援センターに相談
員を置き、配偶者からの暴力（ＤＶ）、セ
クシュアル･ハラスメントなどの問題に悩
む方をサポートします。また、ＤＶ被害者
の緊急一時保護及び自立のための支
援活動を行います。

福祉課
相談件数 61件（夫からの暴力、離婚問題等）
保護件数 　１件

専門相談員によるＤＶ相談や支援等を行う。

広報しろいしの発行
「子育て情報」や「健康ひろば」のページ
などに育児情報を掲載します。

総務課

毎月の「子育て情報」に加え、６月号では「こじゅうろう
キッズランド」のオープンおよび運営事業者決定に関す
るお知らせを２ページにわたって掲載。
また、８月号では、オープン直前の「こじゅうろうキッズラ
ンド」の施設内やオープニングイベントの内容など４ペー
ジの特集記事を掲載。
さらに、９月号からは、「こじゅうろうキッズランド」の各月
のイベント情報を掲載し、10月号では、グランドオープン
後の様子を、利用者の声を交え、４ページの特集記事を
掲載した。

毎月の「子育て情報」に加え、「こじゅうろうキッズランド」
のイベント情報を毎月掲載し、８月号では、１周年記念
イベントなどを２ページに渡って掲載する。
今後も子育て支援に関する特集記事を掲載するなど、
事業課と連携し市の子育て支援策や環境整備を広くＰ
Ｒする。

白石市母子福祉対
策資金貸付金

緊急に小口の生活資金を必要とする母
子世帯に貸し付けます（貸付限度額／５
万円（無利子）返済方法／６か月以内に
全額返済）。

福祉課
貸付者数　０　件
相談はあるが、要件を満たさないため宮城県の母子貸
付資金を紹介した。

白石市社会福祉協議会による「生活安定資金」制度が
あるため、母子限定の貸付制度は今後廃止の方向で検
討する。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

母子・父子家庭医
療費助成事業

母子家庭の母親または父子家庭の父
親で、満18歳に達する日以後の最初の
３月31日までの間にある者（以下「児童」
と標記）を養育している方とその家庭の
児童、両親のいない児童に対し、医療
費を助成します。助成額は、保険診療
の自己負担相当分のうち、外来は月額
1,000円、入院は月額2,000円を超える額
です（所得制限あり）。

健康推進課

母子父子家庭の生活の安定を図るため、医療費の助成
を実施した。
・対象者　729人（H31.３.31時点）
・助成額　5,595,363円

継続して実施する。

児童扶養手当給付
事業

ひとり親家庭、父または母に重度の障
がいがある家庭、親に代わって児童を
養育している方に支給します。対象児童
は18歳の年度末までの児童です。（心
身に一定の障がいがある児童は20歳未
満）。なお、公的年金や所得により制限
があります。

福祉課

受給者数：284名
（平成31年３月末現在）
平成30年度支給総額
154,978,500円

経済的に不利であるひとり親家庭に対し手当を支給す
ることにより、生活の安定と自立の促進を図る。

母子相談

母子家庭の生活、教育、医療費など経
済上の問題や就職、生業、住宅などの
生活上の問題の相談に応じ、その自立
に必要な指導を行います。

福祉課
家庭相談事業の中で、必要に応じた自立支援相談を
行った。

母子家庭の様々な生活上の相談に応じ、母子家庭の社
会的自立を支援する。

私立幼稚園保育料
助成交付事業

保護者に係る経済的負担を軽減するこ
とを目的とした子育て支援事業です。

学校管理課
市町村民税所得割課税額77,100円以下の世帯におけ
る補助限度額の増額など、制度を拡充した。

補助限度額等の変更は無し。令和元年10月から実施さ
れる幼児教育の無償化に伴い、９月までが補助対象期
間となる。

ブックスタート事業

６か月児育児相談時に、赤ちゃんとその
保護者に絵本を贈り、絵本の読み聞か
せを通して、親子のふれあいを深めても
らいます。

図書館・社会福
祉協議会

６か月児育児相談の際に、ボランティアの絵本の読み
聞かせによる親子のふれあいと、家庭で絵本を使って
ふれあいを深めてもらうきっかけ作りとして、手渡しによ
る絵本の贈呈を行った。
・読み聞かせ12回　参加者計493人
・ブックスタートによる贈呈172冊
（社会福祉協議会より）

「ブックスタート」のきっかけ作りとして、ボランティアによ
る読み聞かせを行いながら、赤ちゃんとその保護者に
手渡しによる絵本の贈呈を継続していく。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

白石市子育てサ
ポーター養成講座

地域において、子育て中の親等に対し、
子育てやしつけについて、友人のような
関係で気軽に相談にのったり、きめ細
やかなアドバイスを行う子育てサポー
ターを養成し、子育て支援体制の充実
を図ります。

生涯学習課

家庭教育支援チームの研修会と兼ねて実施し、サポー
ターのスキルアップと意見交換を行いながら実施した。
サポーター養成講座としては新たに１名修了証を交付し
た。

サポーター養成講座の参加申込は少ないので、今後も
家庭教育支援チームの研修会等と兼ねて開催する。

家庭教育支援チー
ムの整備（協働教
育推進総合事業）

子育て中の親が抱える社会的課題（孤
独な子育て、しつけなど）解決のきっか
けとなる親育ちのための参加型学習を
推進するため、家庭教育支援チーム
（地域ボランティア）の整備を図ります。

生涯学習課

市内小中学校校長会へ協力を求め、「宮城県版親の学
びのプログラム」を活用し、市家庭教育支援チームを講
師役に出前講座を実施。幼稚園、小学校保護者や中学
生を対象に、146人が出前講座に参加し、家庭教育支
援チームの活動の場を広げるとともに、家庭教育支援
の推進を図った。

市内小中学校へ、宮城県版親の学びのプログラムを活
用した出前講座の実施に向け取り組む。また、支援
チーム独自の活動として家庭教育支援の研修会を開催
予定。

すくすくベビー券支
給事業

次世代を担う子の出生を祝い、保護者
の経済的負担を軽減するために、紙お
むつや粉ミルクなど育児用品の購入の
一部を補助するため、白石市すくすくベ
ビー券を支給する。（平成27年度新規事
業）

子ども家庭課

子育ての経済的負担を軽減し、子育てに必要な紙おむ
つなど育児用品購入費用の一部を助成した。
発行者数167人、発行額66万8千円、平成30年度中の
使用67万円

利用者がすくすくベビー券をより一層使いやすい環境と
なるよう調整に努める。

（２）ワーク・ライフ・バランスの理解の推進

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

白石市「家庭の日」
推進事業

毎月第三日曜日を「家庭の日」と定め、
毎日を共に過ごす家族のすばらしさや、
話合いのできる家族のありがたさを見
直すための活動を行います。

生涯学習課

市内児童・生徒からポスターの原画を募集し、小学生75
名、中学生９名の応募があり、優秀作品をポスターとし
て市内各施設等に掲示し、啓発に努めた。
また、青少年健全育成市民のつどいの中でわが家の
「家庭の日」実践発表として市内小学生の親子、私の主
張として市内中学生から発表があり、家庭の日の推進
を図った。

「家庭の日」の推進を図る事業の実施に取り組む。

（３）障がい児施策の充実

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

障がい者福祉サー
ビス（居宅介護）

重度の身体障がい児のいる家庭にホー
ムヘルパーを派遣して、介護などの日
常生活の支援を行います。

福祉課
受給者数：0名
（平成31年３月末現在）

障害者総合支援法に基づく居宅介護サービスにより支
援を行う。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

特別児童扶養手当
給付事業

20歳未満の重度又は中度の心身障が
い児を療育している方に支給します（所
得制限あり）。ただし､福祉施設に入所し
ている場合は除きます。

福祉課
受給者数：63名
（平成31年３月末現在）

障害児を有する家庭に対し、生活の安定と自立支援に
繋がるよう特別児童扶養手当を支給し経済的援助を図
る。

障がい児通所事業
（白石市ひこうせ
ん）

児童福祉法に基づく障がい児通所支援
として「児童発達支援」及び「放課後等
デイサービス」を実施します。

子ども家庭課

・児童発達支援
　利用者 ９人　通所延人数 463人
・放課後等ディサービス
　利用者 ２人　通所延人数 130人
・園開放事業（おひさまひろば）
　実施日数 ３日　利用延人数 4人

障害種別が多様化し、通所希望者が増加している現状
にある。
令和元年度も事業を継続し、日常生活に必要な療育や
指導を提供し児童の発達の助長と保護者の不安軽減を
図る。
また、関係機関と連携しながら多面的に支援する。

障がい児レスパイト
事業

心身の発達に心配のある児童の一定
時間介護療育を行います。

福祉課

平成29年度より障害児者日中一時支援事業に一本化
した。

事業実施施設
・地域生活援助センターポレポレ
・県南生活サポートセンターアサンテ
受給者数：53名（※大人含む）
（平成31年３月末現在）

実施施設による在宅障害児者の一時預かり事業を実施
することにより、家族を含めた日常生活の支援を行う。

障がい児福祉手当
給付事業

20歳未満で著しく重度の障がいのため
常時介護が必要な方に支給します（施
設入所者、３か月以上の入院を除きま
す。所得制限あり）。

福祉課
受給者数（延人数）：84名
（平成31年３月末現在）

20歳未満の重度の障害児に手当を支給し、生活の安定
を図る。

心身障がい者医療
費助成制度

次の方に保険診療の自己負担相当分
について助成します（所得制限あり）。
①身体障害者手帳１・２級、内部障害３
級または療育手帳Ａをお持ちの方
②特別児童扶養手当１級の支給対象児
童
③療育手帳Ｂを持ち、かつ職親に委託
されている方

健康推進課

心身障害者の経済的負担軽減を図るため医療費の助
成を実施した。
・対象者　782人（H31.３.31時点）
・助成額　65,765,984円

継続して実施する。

重度心身障がい者
移動サービス利用
助成事業

身体障害者手帳、療育手帳、精神障害
者保健福祉手帳をお持ちの重度障がい
者の方にタクシー基本料金相当額又は
自家用自動車燃料費の一部を助成しま
す。

福祉課
発行人数・枚数
タクシー券　331名・3,919枚
燃料券　　　278名・3,019枚

重度心身障害者の社会参加を促進するため、事業を継
続し、引き続き支援する。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

心身障がい者通園
事業（白石市福祉
作業所やまぶき園）

雇用されることが困難な在宅の知的障
がい者等の心身障がい者に対し、生活
訓練及び授産指導を行うとともに、これ
らを通して働くことによる生きがいと、自
立を支援します。

福祉課

利用登録者数：21名
（平成31年３月末現在）

受託作業：タオル折り、箱折り、電子部品組立、等

事業を継続する。

福祉プラザやまぶ
き委託事業

ふれあい室及び相談室を利用し、市民
と障がい者の交流や福祉に関する活動
の支援を図ります。

福祉課 障害者の相談窓口や社会福祉活動の場として利用
重度心身障害者の社会参加を促進するため、事業を継
続し、引き続き支援する。

移動支援事業

屋外での移動に困難のある障がい児に
対して、以下に掲げる外出のための支
援を行い地域での自立生活を支援しま
す。
・社会生活上必要不可欠な外出
・余暇活動等社会参加のための外出

福祉課
社会参加、地域での自立生活支援として事業を実施し
た。

事業を継続する。

（４）児童の権利擁護と虐待防止対策の充実

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

子ども家庭課
平成30年７月18日に会議を開催し、本計画の平成29年
度実施状況に関して意見交換を行った。主な質疑は、
児童虐待、子どもの屋内遊び場に関することであった。

保健・福祉・医療・教育等の関係機関の連携に寄与でき
るよう、子育て支援に関する意見交換の場として会議の
開催を行う。

福祉課

要保護児童対策地域連絡協議会
・実務者会議２回
・協議会に110ケース報告し、対策について協議を行っ
た。

児童虐待、要保護児童の早期発見とその迅速な対応の
ため、関係機関との情報共有を図っていく。

２．＜基本目標２＞乳幼児及びその保護者の健康の確保・増進

（１）子どもや保護者の健康の確保

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

母子健康手帳交付
保健師又は栄養士が個別面接で相談
を受けながら交付しています。

健康推進課
母子健康手帳交付者数　165名
交付者全員に保健師が個別面接を実施。

妊娠を機会に、親として成長できるような支援を行うとと
もに、妊娠・出産に関する経済的・環境的・身体的な問
題などを抱える場合は早期に必要な支援を行う。さらな
る充実に向けて市関係課や産科医療機関との連携の
強化に努める。

白石市子どもネット
ワーク連絡協議会

次代を担う子どもの健やかな成長を目
指して、保健・福祉・医療・教育等の関
係機関が連携のもと、子育て支援施策
を総合的・効果的に推進するための情
報交換を行う場として設置されていま
す。また、児童の虐待防止や要保護児
童対策地域協議会の機能も持たせてい
ます。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

妊婦一般健康診査
（医療機関委託）

妊婦健康診査受診票（助成券）を交付
し、医療機関に委託して健康診査を実
施しています。

健康推進課
健診助成回数14回（多胎に関しては７回追加あり）を上
限として健診費用を助成。
実績　1,934件

妊婦の健康管理の充実及び経済的な負担の軽減を図
り、妊娠中の異常の早期発見・早期治療を促進し、安心
して出産を迎えられるように支援する。

妊婦さんと赤ちゃん
のサロン

妊婦、産婦とそのお子さん（４か月頃ま
で）と、助産師・保健師・栄養士が妊娠・
出産・育児などについて、お話しながら
過ごすサロンです。希望の方には、個別
相談も行っています。

健康推進課
月１回開催
参加者　実人数27名　延人数58名

妊娠・出産・育児の不安を解消できるよう、支援を継続
して行っていく。

乳児家庭全戸訪問
事業（妊産婦・未熟
児・新生児訪問指
導事業）

産婦・新生児に対して、助産師・保健師
が家庭訪問し、子どもの発育発達の確
認と育児に対する相談･支援を行いま
す。産後の育児不安や産後うつ病の予
防や対応を目的にエジンバラ産後うつ
病質問用紙票による聞き取りを行って
います。

健康推進課
産　婦　実160名　　延165名
新生児　実163名　延165名
（再掲）未熟児訪問　５名

よりよい母子関係の構築、育児不安の解消や虐待の予
防・発見を目的に、すべての家庭を訪問できるように努
める。

乳児一般健康診査
（医療機関委託）

２か月児、８～９か月児健康診査無料受
診券を交付し、医療機関で健康診査を
実施していきます。

健康推進課
２か月児健康診査受診者　162名
８～９か月児健康診査受診者　164名

病気の発見、健康の増進、育児不安の軽減を目的に今
後も実施する。

乳幼児健康診査
診察・身長体重測定・個別相談や健康
教育を行っています。

健康推進課

月１回各種健康診査を集団で実施。健診の未受診に対
しては、受診勧奨を電話連絡や訪問等で対応。
（受診者）
４か月児健康診査　179名
６か月児育児相談　183名
１歳６か月児健康診査　173名
２歳６か月児親子歯科健康診査　208名
３歳６か月児健康診査　191名

病気や発達・発育の問題を発見するほか、児の健康増
進や養育者の育児不安の軽減を図り、親子を支援する
大切な機会としていく。

遊びの教室

各種健診・相談等において、発達の経
過観察が必要な乳幼児や育児不安を
抱える保護者などを対象として親子遊
び、個別相談などを行っています。

健康推進課 全10組の教室を実施。参加親子は延26組。
発達の経過観察が必要な乳幼児や発達について不安
を抱える保護者を対象として集団活動や個別相談等を
実施し、親子の支援を実施する。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

養育支援訪問事業
（訪問指導事業）

妊娠・出産・育児について、不安を抱え
る家庭及び児の健康や心身の発達に
何らかの問題を抱える家庭等に対して、
家庭訪問を実施し、養育の支援を実施
しています。

健康推進課 実績　44件 他機関と連携しながら、支援を継続していく。

特定不妊治療費助
成事業

子どもが欲しくても妊娠できず、不妊治
療を受けているご夫婦の経済的・精神
的負担を軽減するため、高額の医療費
がかかる特定不妊治療費の一部を助成
しています。

健康推進課 実績　10件
不妊治療を受けている夫婦の経済的・精神的負担を軽
減するため、高額の医療費が掛かる特定不妊治療費の
一部を助成する。

乳幼児相談
個々の不安を解消するために、育児に
関して個別に相談を実施しています。

健康推進課
月１回開催
来所者　実人数74人　延人数211人

育児支援や虐待の予防・発見の場として今後も一層必
要性の増す事業と考えることから、保護者や時代の
ニーズに合わせながら今後も継続して実施する。

（２）小児医療の充実

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

子ども医療費助成
事業

子どもの医療費のうち、保険診療による
自己負担相当分を助成します（所得制
限、入院・外来毎の年齢制限あり）。
県内受診は現物給付方式を採用し、診
療費の窓口負担をなくしているほか、県
外受診は償還給付方式を採用し、金融
機関を通じた口座振り込みを行っていま
す。

健康推進課

子育て世代の経済的負担軽減を図るため医療費の助
成を実施した。
・対象者　3,819人（H31.３.31時点）
・助成額　108,250,092円

継続して実施する。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

未熟児養育医療費
助成事業（新規）

母子保健法の規定に基づく養育医療の
給付を実施する事業で、医療の必要な
未熟児に対して助成します。

健康推進課
・対象者　７人
・2,558,843円

継続して実施する。

３．＜基本目標３＞教育環境の整備

（１）児童の健全育成

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

生涯学習課
平成30年度より放課後児童クラブとの一体型及び連携
型として新たに第一小学校及び第二小学校で放課後子
ども教室を開設した。

子ども・子育て支援事業計画に基づき、現在開設してい
ない地区について地域の要望を伺いながら検討する。

子ども家庭課 放課後児童クラブは６クラブ、11支援単位で実施した。
放課後子ども総合プラン白石市行動計画に基づき、継
続して実施していく。

放課後児童健全育
成事業
（放課後子ども総合
プラン事業）

保護者が労働等により昼間家庭にいな
い市内の小学校に通学している児童
に、放課後や長期休暇に安全・安心に
過ごせる生活の場と適切な遊びを提供
し、その健全な育成を図ります。
放課後子ども教室推進事業との連携に
ついても、検討していきます。

子ども家庭課

第一児童館、第一小学校、第二児童館及び第二小学校
放課後児童クラブの運営については、業務委託により
事業を実施した。
大平、福岡放課後児童クラブの運営については、補助
金を交付することにより支援を行った。

引き続き、第一児童館、第一小学校、第二児童館及び
第二小学校放課後児童クラブの運営については、業務
委託により事業を実施していく。
大平、福岡放課後児童クラブの運営については、補助
金を交付することにより支援を行う。

放課後子ども教室
推進事業（放課後
子ども総合プラン事
業）

すべての子どもを対象とし、放課後や週
末等に子どもたちの安全・安心な活動
拠点を設け、地域の方々の参画（ボラン
ティア活動等）を得て、子どもたちの勉
強やスポーツ・文化活動、地域住民との
交流活動等を実施し、子どもたちが地
域の中で心豊かで健やかに育まれる環
境づくりを推進します。
放課後児童健全育成事業との連携につ
いても、検討していきます。

生涯学習課

平成30年度から第一・第二小学校区での放課後子ども
教室を新規開設した。第一小学校区は児童クラブとの
一体型。第二小学校区においては児童クラブとの連携
型ということで斎川地区と協働で、斎川小学校で行って
いた地域の伝統行事体験を盛り込んだプログラムで実
施した。

引き続き同小学校区で実施するので、プログラムの充
実を図りながら実施していく。

放課後子ども総合
プランの推進

国の策定した「放課後子ども総合プラ
ン」に基づき、放課後児童健全育成事
業（放課後児童クラブ）の量の見込みに
対する確保に取り組むとともに、放課後
子ども教室推進事業（放課後子ども教
室）についても平成３１年度を目標として
各種整備を推進します。
その際、既存の学校施設等の活用や放
課後児童クラブと放課後子ども教室の
一体的または連携による実施なども検
討し、本市教育委員会と民生福祉部局
が連携しつつ取り組んでいきます。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

ジュニア・リーダー
育成事業

子ども会や児童館・公民館などで、市内
の児童が楽しく、そして活発な活動がで
きるようにサポートする中学生・高校生
（ジュニア・リーダー）を育成しています。
・ジュニア・リーダー初級研修会の開催
・ジュニア・リーダー中級・上級研修会の
募集
・ジュニア・リーダーサークルの育成と支
援

生涯学習課

各地区子ども会・小学校・児童館・保育所等幅広い団
体・施設への派遣活動ができた。市主催事業にも参加
を依頼し、地域貢献の意識を育んだ。また、ジュニア・
リーダー自身の知識・技術の向上を図るべく、研修会へ
参加した。

要請のあった各地区子ども会への派遣活動をはじめ、
市主催事業等へ積極的参加。各種研修会を通して、知
識及び技術の向上を図る。また、会員数が減少傾向に
あるジュニア・リーダーサークルへの加入について各学
校へ周知をする。

いきいきプラザ

各種市民グループで文化活動をしてい
る団体の発表や地域間・世代間交流が
できます。また、ボランティア団体の支
援も行います。
リサイクル教室：定期・短期にリサイクル
工作の講座を開設します。

生活環境課

中央公民館において、夏休み期間に子どもリサイクル
教室を実施。
なお、いきいきプラザは、平成29年度末をもって閉館し
たが、旧事業を引き継ぐ形で、中央公民館にて事業を
実施した。

中央公民館において、夏休み期間に子どもリサイクル
教室を実施。
（いきいきプラザは、平成29年度末をもって閉館したが、
旧事業を引き継ぐ形で、事業を実施）

児童館運営事業

児童に遊びの場を提供し、遊びを通じて
地域・世代間の交流を行い、地域にお
ける子育て支援を行い、児童の健やか
な育成を図っています。

子ども家庭課
運営業務委託を行い、児童の健全育成のための支援を
行った。

引き続き、運営事業の業務委託を行い、必要な支援を
していく。

ホワイトキューブ

・新体操教室
・ミニバスケットボール教室
・キューブジュニア合唱団
・ヒップホップダンス教室
技術の向上と心身の健全な発達を助長
することを目的として活動しています。

企画情報課

・新体操教室（幼児～中学生）：220回、7,063人
・ミニバスケットボール教室（小学生）：123回、1,433人
・HIPHOP教室（小中高生）：49回、306人
・チアダンス教室（幼児～小学生）：33回、317人

児童等の健全育成のための活動機会の拡大を図りな
がら、本市の文化・スポーツの振興のために継続して事
業を実施する。

情報センター「アテ
ネ」

ＩＴ知識・機器操作方法の普及などイン
ターネット利用により、ＩＴ活用の推進を
図る中で、高速情報通信及び高度なマ
ルチメディア社会に対応できる環境づく
りに努めています。

図書館

絵本コーナーをリニューアルし、親子で読み聞かせがで
きるスペースを拡充。また紙芝居や大型絵本を絵本
コーナーに移し、気軽に手にとって利用できるようにし、
子どもの読書活動の推進を図った。

新刊コーナー、おすすめ絵本の展示などを工夫して行
い、来館された方が本を選びやすいようにし、子どもの
読書活動の推進を図る。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

白石市古典芸能伝
承の館碧水園

・子ども日本舞踊講座
・琴講座
・子ども茶道教室
・子ども能楽教室
・小４の日舞、茶道体験教室（全クラス
来館）

碧水園

文化庁補助事業(一部市費）
・子ども日本舞踊講座　22回271名
・子ども茶道教室　16回359名
・子ども能楽教室　16回119名
市単独事業として実施
・小４の日舞、茶道体験教室　270名

文化庁補助事業を活用しながら、講座を継続して実施
する。また、単独事業として、日舞、茶道のほか、それ
以外の体験講座についても実施する。

白石市図書館文化
事業

・おはなしひろば（読み聞かせ会）
・トールペイントひろば
・図書館体験隊
・おりがみひろば
・読書感想文「さざんか」の発行など

図書館

・おはなしひろば、出前読み聞かせ会
　実施90回、参加者計2,684人
・図書館体験隊
　小学４～６年生までの児童
・絵本の大リサイクル市
　提供冊数1,582冊
・郷土を知る月間「戊辰戦争と白石」実施
・おりがみひろばの開催
・読書感想文「さざんか」62号発行
　小学３～６年生までの児童
・移動図書館「こまくさ号」の運行
　市内小中学校での貸出、配本
・小学生等施設見学　７件111人
・中学生、高校生職場体験　６校13人

子ども向け、親子向けの事業を実施し、本に親しむ機会
や図書館を利用するきっかけ作りに努める。
ボランティアによる小学校、幼稚園、保育園などでの読
み聞かせやブックトークを継続的に実施し、本に興味を
持つ機会を提供する。

ＡＺ９パスポート利
用

仙南２市７町の児童・生徒が、土・日・祝
日に、仙南広域圏の指定された生涯学
習施設等を無料又は安価で相互利用で
き、余暇における生涯学習の推進が図
られています。

企画情報課

対象施設である白石市文化体育活動センター、スパッ
シュランドしろいし、白石・人形の蔵、みやぎ蔵王白石ス
キー場、白石城、白石城歴史探訪ミュージアム、片倉家
中武家屋敷でより多くの児童・生徒に施設を利用しても
らえるよう、無料又は安価で相互利用できる体制を維持
した。

より多くの児童・生徒に施設を利用してもらい、余暇にお
ける生涯学習の推進が図られるよう、さらにＰＲに努め
事業を継続していく。

（２）子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

いじめ・不登校等の
問題行動に対応す
る相談体制づくり

６校全部の中学校に、スクールカウンセ
ラーを配置して、生徒、教諭、保護者の
相談に応じています。

学校管理課
全中学校に、スクールカウンセラーを配置して、生徒、
教諭、保護者の相談に応じ、カウンセリング等によって、
児童生徒の心のケアを行った。

全中学校に、スクールカウンセラーを配置しているほか
宮城県の補助事業を活用し「白石市子どもの心のケア
ハウス」を設置。悩みや問題を抱えた児童生徒に対し、
関係機関と連携しながら対応にあたっている。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

わんぱく教室

ジュニア・リーダー養成のための事業と
位置づけ、小学校高学年を対象に、
キャンプ・レクリエーション・ニュースポー
ツなどの体験学習を行います。

生涯学習課

市内小学５・６年生計29名が参加し、全６回の体験教室
を実施（各回土曜日に実施）。地域で活躍している方に
ご協力いただいた。第３回における２泊３日のキャンプ
は、福島県の磐梯青少年自然の家で野外活動を実施し
た。

各種体験活動を実施。子どもたちに地域の魅力を発見
してもらえるよう、白石の文化・食を活かした活動を行
う。２泊３日のキャンプでは福島県磐梯青少年交流の家
で実施し、参加者の自主性、協調性を育む。また、地域
への貢献活動として花の植栽を取り入れる。

青少年相談セン
ター事業

電話や来所による不登校、学校での人
間関係、問題行動、家庭の問題、いじ
め､非行などの相談を受けつけていま
す。

学校管理課
不登校やいじめ等に関する相談を受け付けた。
平成30年度実績：来所相談件数23件、電話相談件数８
件

相談内容が多様化、複雑化してきているので、関係機
関との連携を強化し、ニーズに対応出来る支援体制を
構築していく。

ニュースポーツ推
進事業

小学校や公民館を対象とした移動教室
のほか各種大会を通じて、誰でも気軽
に楽しめるニュースポーツを紹介し、幅
広い年代にスポーツ活動の機会を提供
します。

生涯学習課

○実施回数（延べ）
小学校12、地区公民館6
○参加人数
シャフルボード　200人
キンボール　　　 329人
囲碁ﾎﾞｰﾙ　　　  159人
ペタンク　　 　　　　78人
その他　　　　　  　71人

小学校や各地区公民館で移動教室を開催し、参加者に
あわせたニュースポーツを提供することにより、より多く
の市民に無理なくスポーツを楽しむ場の提供と、スポー
ツへの興味を引き出す機会づくりに努める。

特色ある学校づくり：学校の実情や地域
社会の実態を考慮して自校研究主題を
設定し、児童生徒の豊かな心を育むた
めの活動を創意工夫して取り組んでい
ます。

平成30年度は白石第二小学校、越河小学校、東中学
校で、学校の実情や地域社会の実態を考慮して自校研
究主題を設定し、児童生徒の豊かな心を育むための活
動を創意工夫して取り組むことができた。

研究校指定事業は当初の目的を達成したため平成30
年度で終了。今後も各学校で特色ある学校づくりの推
進に取り組んでいく。

学校評議員会制度：地域社会からの支
援・協力を得て、地域に信頼される開か
れた学校づくりを推進し、地域社会と一
体となって、学校が抱える教育課題に
対処していきます。

全小・中学校、幼稚園において学校評議員を委嘱。定
期的に学校評議員会を開催し、地域の声を学校運営に
取り入れ、教育活動の充実を図った。

今後も地域と連携し「開かれた学校づくり」を推進する。

情報教育の推進

情報教育環境の整備充実（児童生徒へ
のパソコン配置、インターネット接続環
境の充実、校内ＬＡＮの充実、学習ソフト
ウェアの充実）
情報教育を担う人材の育成

学校管理課

新学習指導要領による小学校でのプログラミング教育
の必修化に向けて、小中学校の教員で組織するコン
ピュータ活用推進委員会で研修会や授業参観を行うな
ど、情報教育の充実を図った。

コンピュータ活用推進委員会の委員を中心に各小学校
において、プログラミング教育研修を行う。
また、環境整備面では、学校配置パソコンをタブレット型
に更新することで、これまで共有で使用していたタブレッ
トを一人一台使用できるようにする。

地域・家庭と学校と
の連携協力による
学校の活性化

学校管理課
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

小・中学校生徒指
導対策

年２回、生徒指導問題対策会議を開き、
いじめ、不登校、暴力行為など、生徒指
導上の問題行動への対処について具
体的方策を立てます。

学校管理課

「生徒指導問題対策会議」や「いじめ問題対策連絡協議
会」の開催をとおして、関係機関との情報共有を図っ
た。また校長会との共催で「いじめ防止大会」を開催し、
人権擁護委員、民生委員に参加いただき、いじめの未
然防止を地域に発信した。

引き続き、不登校やいじめ、その他の問題行動の早期
発見に努め、家庭、地域や関係諸機関との連携を図
る。

発達障害等支援・
特別支援教育総合
推進事業

障がいのある子ども及びその保護者に
対する相談及び支援を行うための教育
相談のシステム化を推進し、教育・福
祉・保健・医療・労働等が一体となって、
生涯にわたり相談及び支援を推進して
いきます。
すこやか相談支援機関一覧と個人ファ
イル「すこやか相談」の活用を啓発して
いきます。

学校管理課

研修会等に対して県の補助がなくなっているものもある
が、市独自で早期からの部の全体研修会を１回、特別
支援コーディネーター研修会を２回実施した。
早期の部の巡回相談も実施した。

研修会等に対して県の補助がなくなっているものもある
が、市独自で早期からの部の事例検討研修を３回、特
別支援コーディネーター研修会を２回計画している。
早期からの部の巡回相談研修も昨年どおり実施予定で
ある。

（３）家庭や地域の教育力の向上

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

環境浄化活動

有害図書、ビデオなど自動販売機設置
箇所や台数を調査し、関係機関と連携
して撤去運動をします。関係機関と協力
し合って有害広告物撤去活動をしてい
ます。

学校管理課
「地域の子どもは、地域で育てる」のスローガンのもと、
関係機関や団体と協力し、平成30年度も７月と11月の２
回、有害広告物の撤去活動を行った。

関係機関、団体の協力の下、令和元年度も７月と11月
の２回、活動を実施する。

スポーツ施設の使
用料の減免

各公園内有料スポーツ施設の使用料
を、中高校生（部活動での使用に限る）
が使用する場合に限り、３割減免とし使
用しやすくしています。

都市整備課

平成28年度に高校生以下を低料金とする料金改定を行
うとともに、スポーツ少年団や中学生までの利用につい
て減免の割合を拡大して利用促進を図った。
・スポーツ少年団
　大会　２割減　　→10割減
　練習　通常料金→10割減
・中学生までの利用
　　　　　３割減　　→10割減

スポーツ教育活動を中心に減免措置を継続実施し、子
どもの心身の健全な教育のために努める。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

みらい子育てネット
（母親クラブ）

①親子及び世代間交流文化活動（老人
施設慰問、こどもまつり、土曜ひろば、
人形劇）
②児童養育に関する活動（６ヶ月健診時
メダルプレゼント、会員研修）
③児童の事故防止のための奉仕活動
（児童公園安全・防犯点検、交通安全ス
トップマーク貼付）
④その他児童福祉の向上に寄与する活
動（新一年生へのプレゼント、花壇整備
他）

子ども家庭課
母親クラブが実施主体となって行う地域活動に要する
経費について、当該母親クラブに補助金を交付し、児童
の健全育成を図った。

母親クラブが実施主体となって行う地域活動に要する
経費について、当該母親クラブに補助金を交付し、児童
の健全育成を図る。

あいあい広場

大平公民館で、手作りおもちゃなど、楽
しく遊べる環境作りに配慮し、親と子の
温かなふれあいを目的に開設していま
す。
地域を越えて交流しながら、いろいろな
人とふれあうことで、子育てしている親・
祖父母同士のつながりを築いていける
ような雰囲気づくりをしています。

子ども家庭課

事業見直しの結果、
①地域に住む親子の参加が無い状態が続いているこ
と。
②主に体を動かす活動を行ってきたが、多くの参加が
低年齢層の子ども達で、事業目的にあわなくなってきた
こと。

以上より、平成30年度から事業を休止している。

事業検証時の状況が変わらないため、令和元年度も休
止する。

企画情報課
利用者により組織されている白石市民活動フォーラムで
管理運営を行っている白石市民活動支援センターにお
いて、市民活動や情報交換の場の提供を行った。

今後も、市民の自発的な活動を促進させるために、白
石市民活動センターなどの市民活動の場のＰＲや、支
援情報の提供をさらに強化していく。

生涯学習課

地域コミュニティ育成支援事業（やる気応援事業）は廃
止になったが、やる気応援隊に加入していた団体のう
ち、希望する団体についてはホームページに掲載し活
動のＰＲを行った。

やる気応援隊に加入していた団体のうち、希望する団
体については継続してホームページに掲載し活動のＰＲ
を行う。

市民活動拠点の充
実とまちづくり情報
の提供

白石市民活動支援センターにおける市
民活動や情報交換の場、学習機会の提
供など支援機能を市民団体の主体的な
関わりにより充実します。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

企画情報課

白石市民活動支援センターにおける備品（印刷機、コ
ピー機等）の貸し出しや、白石市民活動フォーラムが行
う同センターの管理運営の支援を行った。
「自治宝くじ助成事業（助成金申請事務支援等）」を継続
実施し、地域コミュニティ活動の活性化に寄与した。

今後も、地域コミュニティ活動の充実・強化を図るため、
「自治宝くじ助成事業」のＰＲに努め、活動団体に活用し
てもらえるようにしていく。

生涯学習課
市民活動の支援のため中央公民館備品を継続して貸
出した。

市民活動の支援のため中央公民館備品を継続して貸
出する。

食育の推進
白石市食育推進プランに基づき、食育
の推進を行います。

健康推進課

食育推進協議会を11月と２月に開催し、第３期食育推
進プランを策定した。
広報しろいしヘルシ－クッキングに「親子で作れる白石
温麺レシピ」を掲載した。
農林課、生涯学習課と連携して野菜の収穫体験と収穫
した野菜を使って食育教室を開催した。

新たに策定した第３期食育推進プランを推進するため、
７月に食育推進研修会を開催する。
２月に食育推進協議会を開催し、今年度の取り組みと
次年度の計画の確認を行う。
広報しろいしヘルシ－クッキングに「生活習慣病を予防
する簡単レシピ」を掲載する。
農林課、生涯学習課と連携して野菜の収穫体験と収穫
した野菜を使って食育教室を開催する。

４．＜基本目標４＞生活環境の整備・安全の確保

（１）安全・安心まちづくりの推進

事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

街頭巡回指導

青少年相談センター16名が、２名一組と
なりほとんど毎日子どもたちの下校時
間帯以降や塾の帰り時に、市街地や大
型店舗、たまり場になりやすい公園等で
の巡回指導や、愛のひと声をかけてい
ます。

学校管理課

青少年相談センター相談員16人が２人一組となり、ほぼ
毎日子どもたちの下校時間以降に、大型店舗や公園等
を巡回し、子どもたちへの声がけを行った。年間延べ
162件。

令和元年度も、青少年相談センター相談員14人が２人
一組で、子どもたちへの声がけを行っていく。

市民活動支援シス
テムの整備

市民活動の促進･支援・交流を目的とし
て、市民団体等と連携しながら活動資
金･備品を提供するなどの支援システム
の整備を行います。
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

幼児交通安全教室

市内の幼稚園・保育園において交通指
導隊と地域交通安全推進委員の協力
のもと、交通安全教室を実施し、幼児の
交通安全意識の向上を図っています。

危機管理課
市内の保育園７園、幼稚園２園の参加園児476名に対し
て実施し、交通安全意識の向上が図られた。

市内の幼稚園、保育園児を対象とした交通安全教室を
実施し、交通指導隊、地域交通安全推進委員の協力の
もと、交通安全への意識の向上を図る。

新入学児童の交通
安全指導

市内各小学校の一日入学時に、親子そ
れぞれを対象とした交通安全講話の実
施と交通安全ランドセルカバーの配布を
行います。

危機管理課

新入学児童約250名を対象に、チラシ等を配り、交通安
全啓発活動を実施した。
なお、第一小、第二小は交通安全協会白石支部の方々
とともにチラシ等を配り、啓発活動を行った。

新入学児童・保護者に対し、交通安全啓発チラシ等の
配布を行い、登下校時の交通安全啓発を図る。

市内小中学校交通
安全教室

市内の小中学校において交通指導隊
員による交通安全教室を実施します。

危機管理課
市内の小・中学校1０校で道路の正しい横断の仕方や、
正しい自転車の乗り方を指導し、交通安全意識の向上
が図られた。

市内の小中学校において、交通指導隊員が正しい交通
ルールを指導することで、小中学生の交通安全への意
識の向上を図る。

防犯体制の充実

防犯意識の啓発と防犯運動の推進によ
り、全市的な防犯機運の盛り上げを図
るとともに、犯罪の起こりにくい環境を整
備（自主的防犯組織の充実強化、防犯
キャンペーンの実施、防犯灯のＬＥＤ化）
し、市民が安心して暮らせる生活環境
の実現に努めます。

危機管理課
市内における防犯灯のＬＥＤ化や球切れ等の修繕を迅
速に行い、犯罪の起こりにくい環境整備に努めた。

市内における防犯灯のLED化や球切れの修繕、要望箇
所への新設を行い、犯罪の起こりにくい、市民が安心し
て生活のできる環境の実現に努める。

幼年消防クラブの
育成

市内の全市立保育園７園、私立幼稚園
１園に結成されており、幼年期からの防
火意識の向上を図っています。

危機管理課

市内７園、約400名の幼年消防クラブ員が、白石市消防
出初式や各地区における消防演習に参加し、「防火の
誓い」や「火の用心の歌」を披露することで、幼年期から
の防火意識の向上が図られた。

幼年消防クラブ員として消防団の出初式や演習・地区
行事に参加することで、幼少期から防火に対する意識
の向上を図る。

市道改良整備事業

・狭隘道路の拡幅する道路改良工事
・排水機能向上及び道路幅員を保する
側溝改良工事
・老朽化舗装を改修する道路舗装工事

建設課
社会資本整備総合交付金事業による国の補助制度を
取り込みながら事業を実施した。交付金事業以外の路
線は現状維持に努めた。

社会資本整備総合交付金事業による国の補助制度を
取り込みながら、財政的制約のある中で効果を発現し
ていく。
なお、交付金事業対象以外の路線は現状を維持する。

スクールゾーン内
危険ブロック塀等除
却事業

スクールゾーン内の通学路に面した危
険なブロック塀等の除却に要する費用
を助成しています。

建設課 実績３件、117，000円
令和元年度から、対象区域を市内全域に拡大し、危険
ブロック塀等除却事業として実施する。計画３件、事業
費450，000円
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事業名 内容 担当課 平成30年度実施状況 令和元年度に向けての取組

公園灯･バリアフ
リートイレ等の設置

市内76か所の公園環境の現状を再点
検して公園灯･バリアフリートイレ等の設
置を検討します。

都市整備課
市内の主な遊具設置公園44か所の利用状況を再点検
し、施設の安全維持に努めた。

市内76か所の公園環境の現状を再点検して、財政状況
を踏まえ施設の整備に努めていく。

白石市営住宅第三
子優先入居制度

市内６団地において、満18歳未満の子
どもが３人以上いる世帯を一般世帯に
先立ち募集しています。

建設課
対象住宅において募集を行ったところ、募集実績７戸に
対し１戸入居

対象住宅において第３子優先で募集を行う。

スクールパトロール
（通学路巡視）

生徒・児童の登下校時に通学路を巡回
及び交差点等に立ち、生徒・児童の安
全を見守ります。

学校管理課
各学校において登下校時に交差点等での見守り及び通
学路の巡視を行った。

引き続き登下校時における交差点等での見守り及び通
学路巡視を行うとともに、通学路の危険箇所を抽出して
の関係機関合同点検を行う。

電子メールを使用して、火災や地震など
の、災害情報を配信します。
※要登録メールアドレス：shiro-
i@mpx.wagmap.jp

危機管理課
登録者数は4,855人であり、火災や地震の災害情報及
びクマ出没状況、詐欺被害防止等の防犯情報を迅速に
配信した。

火災や大雨などの災害情報や不審者や詐欺防止など
の防犯情報を迅速に配信し、地域住民の防災・防犯意
識の向上を図る。

市内の幼稚園、小・中学校に通園通学
している保護者に、一斉に連絡する必
要のある情報（危機管理に関する情報
や子どもの安全に関する情報）を配信し
ます。※要登録（メールアドレスはお子
さんの通園通学している、各園・学校に
お問い合わせください）

学校管理課

市内幼稚園、小中学校の保護者に対し登録を呼びかけ
ていたが、発信実績が５年ほどない状況であり、各校・
園単位では個別にメール網を構築していること、及び全
体向けには一般用しろいし安心メールがあることから、
平成30年度末で終了とした。令和元年度からは保育園
対象で使用を予定している。

平成30年度実施状況記載のとおり、幼稚園・小中学校
向けのしろいし安心メールは令和元年度より中止した。

白石沖西堀線

白石市街中心部を南北に縦断する幹線
道路として、ＪＲ白石駅前から国道113
号までの未整備区間（延長472ｍ）の都
市計画道路を整備します。

都市整備課
早期供用開始を目指し、道路改良工事を実施し、平成
30年７月に供用開始した。

平成30年６月に白石沖西堀線が事業完了し、次期改築
路線の事業認可に向け、県及び国と協議を進める。

安全な教育施設設
備の整備及び教育
施設設備の適切な
管理

幼稚園２園、小学校10校、中学校６校に
ついて適切な維持管理、整備を行って
いきます。

学校管理課
小・中学校及び幼稚園施設の定期的な保守点検管理、
維持管理に努めた。

引き続き、小・中学校及び幼稚園施設の定期的な保守
点検管理、維持管理に努める。

しろいし安心メール
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